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【研究の背景と目的】 

 近年日本では，多くの高齢者施設において多種多様なアクティビティが行われている．

中でも，絵画や手工芸・木工・工作といった創作的な要素を含む活動（以下，造形活動と

する）は，アクティビティ実施施設の約 7割が取り入れていると言われている 1）．しかし，

楽しみのための造形活動の効果については，その目的の曖昧さと，効果評価の手法が未確

立であること，また介入方法の統制が困難なために研究事例があまり見られない．  

本研究では，高齢者に対して行われるアクティビティの中で，特に造形活動の効果を検

証することを目的とした．具体的には，集団で造形活動を楽しむことをプログラムの基本

的目標とし，造形活動を主としたプログラム実施前後での，参加高齢者の情動および対人

交流の変化を検討した． 

 

【方法】 

東京都 A 市 B デイサービスセンター利用高齢者のうち，土曜日に利用している人 7 名

を介入群（以下，造形あり群と示す），金曜日に利用している人 5 名を対照群（以下，造

形なし群と示す）とし，2008年 3月～5月の 3ヶ月間，介入調査を行った．  

調査参加者のうち，造形あり群には，週 1回，計 7回通常のデイサービスの中で造形活

動を含むアクティビティに 1時間参加してもらった．造形なし群には，週 1回，計 8回通

常のデイサービスのアクティビティに参加してもらった．デイサービス参加前後での，両

群の情動と対人交流の変化を評価した． 

 

【結果と考察】 

 AOK孤独感尺度 20）を使用して測定した孤独感，およびコンボイモデル 21）22）23）を使用

して測定した他者の位置づけについて，介入期間の前後で有意な変化は見られず，3 ヶ月

間の造形活動が協調性や馴染みを深めたり，他者の位置づけに影響を与えることは確認で

きなかった．フェイススケール 25）26）による気分の評価では，造形あり群で 7 回中 4 回，

造形なし群で 8 回中 1 回，平均点にポジティブな変化が見られ，造形活動の導入により，

参加高齢者の気分が改善する傾向が示された． 結果から，造形活動は馴染むまでに半月

～1 ヶ月程を要すると推測でき，完成品が出来上がった回には良い変化を生じるとも考え

られることから，今後より多くの回数，定期的に造形プログラムを行うことで，より大き

な変化が生じる可能性があると考えられた．また，造形活動の時間だけでなく，完成品等

を掲示することによって，高齢者同士のコミュニケーションが生じる場面も観察された． 

高齢者を対象とする多くの施設では，アクティビティ実施に際して十分な評価を行って

いないのが現状であるが 1），様々な指標によって評価を試み，評価結果をもとにプログラ

ム内容と方法の再検討を繰り返していくことが，より良いアクティビティを提供すること

につながり，高齢者の QOLを高めるために有効であると考える．  

今後もプログラムの内容や評価について検討を重ね，より質の高いアクティビティが提

供できるよう，造形プログラムの企画・実践を継続したいと考える． 
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